
事業の概要

１．事業実施主体
	１．組織の名称
	

	２．事業所所在地
（電話番号）
	〒　　　－　　　　　（　　　　－　　　　－　　　　）



	３．代表者氏名
	

	４．結成年月日
	　　　年　　　月　　　　日


２．事業実施主体として認められることの説明


３．助成申請額
	事業費総額（Ａ）
	一般財源等充当額（Ｂ）
	助成申請額（Ａ―Ｂ）

	円
	円
	
	
	
	０
	０
	０
	０
	０円


＊一般財源等充当額（Ｂ）の財源内訳
	①
	②
	③
	④

	円
	円
	円
	円



４．助成申請事業の実施計画
（１）　事業の目的、助成を必要とする理由


（２）　事業計画の内容、事業収支の内訳


一般コミュニティ助成事業の場合
	収入内容
	金額（円）
	備考

	コミュニティ助成金
	
	

	
	
	

	事業収入合計
	
	

	番号
	備品・設備名
	数量
	単価
	金額（円）
	保管場所・設置場所

	１
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	

	４
	
	
	
	
	

	５
	
	
	
	
	

	事業支出合計（事業費総額）
	
	


　　　　【保管場所・設置場所についての説明】

　　　　①　所在地

　　　　②　土地・建物の所有者（使用承諾の有無）

　　　　③　保管場所・設置場所として妥当な理由


　　　コミュニティセンター助成事業の場合
　　　　①　所在地

　　　　②　建物の構造

　　　　③　建物面積（予定）

　　　　④　土地面積

　　　　⑤　土地の所有者（使用承諾の有無）
	収入内容
	金額（円）
	備考

	コミュニティ助成金
	
	

	
	
	

	事業収入合計
	
	

	工事費用区分
	項目等
	金額（円）
	備考

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	対象経費計
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	対象外経費計
	
	

	番号
	備品名
	数量
	単価（円）
	金額（円）
	保管場所・設置場所

	１
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	

	３
	
	
	
	
	

	備品購入費計
	
	

	事業支出合計（事業費総額）
	
	


【保管場所・設置場所についての説明】

　　　　①　所在地

　　　　②　土地・建物の所有者（使用承諾の有無）

　　　　③　保管場所・設置場所として妥当な理由

　　青少年健全育成助成事業の場合
	収入内容
	数量
	単価
	金額（円）
	備考

	コミュニティ助成金
	
	

	
	
	
	
	

	事業収入合計
	
	

	費用区分
	項目等
	数量
	単価
	金額（円）
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	対象経費合計
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	対象外経費合計
	
	

	事業支出合計（事業費総額）
	
	



（３）　事業効果


（４）　事業実施の開始予定及び終了予定
開始予定　令和　　年　　月　　日
終了予定　令和　　年　　月　　日
５．宝くじの社会貢献広報の仕方
（１）　市の広報誌への掲載
	広報誌の名称
	掲載時期
	発行予定日

	広報だいとう
	号
	


掲載は原則事業終了時と同時期としてください。


　　広報誌以外の媒体にも広報を行う場合に記載して下さい。
	広報誌以外の媒体名
	掲載時期、期間等

	
	


（２）購入備品、設備、印刷物等への広報表示

　　備品・設備の整備を行う場合
	番号
	備品・設備名
	表示場所
	大きさ（縦×横）

	１
	
	
	

	２
	
	
	



　　コミュニティセンターの建設・修繕を行う場合
	コミュニティセンターの表示場所
	大きさ

	
	自治総合センター交付のプレート


青少年健全育成助成事業の場合
	印刷物名
	表示場所
	大きさ（縦×横）

	
	
	

	
	
	



助成の対象となる団体は、自治会および町内会等の地域に密着して活動する団体となります。なお、地域に密着した団体であっても、特定の目的で活動する団体は、対象外となっております。


[記入例]








助成対象団体であると認められるための説明として、地域における団体の位置付けや沿革、地域で行っているコミュニティ活動の内容等を記載してください。


『助成額』は、10万円未満切り捨てです。


①一般コミュニティ助成事業の場合は、100万円から250万円


②コミュニティセンター助成事業の場合は、事業費総額の5分の3以内（2,000万円まで）


③青少年健全育成助成事業の場合は、30万円から100万円


見積書の合計額、事業計画の内容の金額との一致を確認してください。


市の助成金や事業実施主体の自主財源等を種類ごとに記入して下さい。


事業を実施するにあたって、取り組むべき課題の重要性・緊急性及び実施に至る経緯（背景）等について記入してください。


備品整備の場合は、整備する備品ごとに、整備目的・用途を記入して下さい。


事業収支の内訳については、助成事業別に、必ず以下の通りに記載してください。


整備する全ての備品について、記載して下さい。（原則見積書の記載と一致）


行は適宜追加して下さい。


①　所在地：所在地名称・住所を記載して下さい。


②　土地・建物の所有者（使用承諾の有無）


　　土地所有者名○○（承諾有無）


　　建物所有者名○○（承諾有無）


　　該当する両方もしくはどちらかを記載して下さい。


　　承諾がない場合は承諾予定日も記入をお願いします。


③　保管場所・設置場所として妥当な理由


　　事業実施主体が保有・管理している以外の場所を保管場所・設置場所と


　　する場合には、保管場所・設置場所として妥当である理由を


　　説明して下さい。








行は適宜追加して下さい。


コミュニティセンター建設に合わせ、備品の整備も行う場合には、記載して下さい。（保管場所・設置場所についての説明も同様となります）


行は適宜追加して下さい。


事業実施により、「どのような対象にどのような効果が期待できるか」「模範となるような特色は何か」など効果を記入して下さい。


①一般コミュニティ助成事業②コミュニティセンター助成事業③青少年健全育成事業


どの事業においても記載が必要です。





事業完了は、


納品・検収が完了（備品・設備の整備の場合）、


保存登記が完了（コミュニティセンターの場合）


イベント等の終了（青少年健全育成助成事業の場合）とします。


市広報誌掲載は必須です。


発行予定日は、事業終了と同時期として下さい。


整備する全ての備品（事業収支の内訳の備品番号と一致）について、


表示場所・大きさ（広報効果が十分に認められる場所・大きさとして下さい）を記入して下さい。（行は適宜追加して下さい）


原則備品本体に表示してください。備品の裏面等広報効果が認められない場所は不可とします。


作成する全ての印刷物（チラシ、ポスター、看板等）について、表示場所・大きさ（広報効果が十分に認められる場所・大きさとして下さい）を記入して下さい。（行は適宜追加して下さい）
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